
聖火トーチ展示　ありがとうございました

オリンピックの聖火ランナーの上間五月さんのご厚意で展示させていただ
いていた聖火トーチを返却いたしました。とてもタイムリー展示ができ、
ショーケース越しではありましたが、子どもたちや職員、保護者も貴重な体
験ができたと思います。

1学期後半のスタートにあたって（校長より）

　１学期の後半がスタートする日に、全校一斉の校長講話を予定していましたが、現状を
踏まえ紙面にて内容をお伝えします。ご家庭におかれましてもご一読ください。

　神原中学校の生徒のみなさん、健康に過ごしていますか。全員が元気よく登校し、皆さんと会
うことを楽しみにしていましたが、感染状況の悪化により、休みを延長し、8月30日からオンライ
ンでの授業のスタートとなっております。
　新型コロナへの感染予防対応は、まだ続きます。気を抜かず、1日1日を大切に有意義な学期に
していきましょう。
　さて、この休みの期間中には昨年度から延期されていたオリンピック・パラリンピックが制限
付きではありますが開催され、テレビ等で見る機会があったと思います。皆さんは、どの競技が
一番印象に残りましたか？
　どの競技においても活躍する選手達の様子にドラマがあり、感動を味わう事が出来たと思いま
すが、今回の東京オリンピックから新競技として採用されたスケートボードの女子パーク決勝で4
位になった岡本碧優(みすぐ)選手の演技スケートボード見た生徒も多いと思います。
　彼女は最後の演技で難易度を下げればメダルを取れる可能性があったのに、難しい技に挑戦し
て失敗しました。
　それでも彼女の挑戦は多くの人にも感動を与え、周りにいたスケボーの選手たちが、彼女の挑
戦をたたえるかのように、皆、笑顔で担ぎあげて喜んでいるいる姿がとても印象に残りました。
彼女たちは、特別なことをしている意識はないかもしれませんが、その姿を見て世界中のメディ
アが釘付けになりました。
　オリンピックやスポーツの大会等では、勝つことや金メダルなどを重視し、勝ち負けをはっき
りさせ、ランキングをつける、といった考えが批判されることがあります。
　このスケートボードの演技種目では、勝ち負け以外にも大切なことがあるということを見てい
る人たちが実感できる場面が見られました。
　この選手達のように、国境を越え新しい価値観を持ち、人として互いが尊重し合える雰囲気が
身近に感じられ、とても頼もしく思える瞬間でした。
　中学生の皆さんも含め、この競技に参加した選手の多くがZ世代と呼ばれているそうです。Z世
代とは、生まれたときからインターネットが普及しているデジタルネイティブ世代のことで、
国々の国境に関係なく、世界の人と気軽に接することの出来る、これからの世界を支えていく世
代でもあります。
　本日からいよいよ一学期の後半がスタートします。日々の授業や定期テスト、学級の係活動や
生徒会活動などの日常の活動なかでも、互いを尊重し、国際社会へも目を向け、これまで以上に
自ら考えて行動することを心がけ、一人ひとりが周りへの温かい気持ちを持ちながら、取り組ん
でいきましょう。

　がんばれZ世代！　期待しています。

                                        令和 ３年 ８月２６日

                                           那覇市立神原中学校  校長　馬 上　晃
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保護者の皆様・生徒の皆さんへ
 

      　　学校再開後の感染対策の徹底について（校長からのお願い）
　夏休みや旧盆等に伴い、本県の感染状況は、悪化の一途をたどっています。今一度感染症予防対策を強
化し、避けることの出来るリスクをできる限り回避しましょう。

１．学校・家庭では、人と人との接触を減らす工夫をしましょう
 （１）学校・家庭・塾等でも基本的な感染防止対策の徹底し、友人や家族との会話の際も、必ずマスクを
　　　着用して距離(２ｍ)の確保し、換気の良いところで過ごしましょう。少人数で会話等をする場合
　　　でも、対面の話し合いは避け、近距離・対面に座らない工夫を（イスを減らすなど）
（２）食事や給食時間では、できる限り距離を取り、会話は、避けましょう
（３）狭い場所での会話等は、短時間でも避ける（三密全ての徹底的な回避）
（４）親戚や友人宅等への訪問は避け、可能な限り電話やテレビ会議（Zoom等）の活用しましょう。
（５）学校の教室、家庭でも、定期的な換気をしましょう
        ※窓とドアなど２カ所以上空けて１時間に１０分程度、扇風機も活用しながらこまめに換気を
　　　可能なら、２方向の窓を常時、できるだけ開けて連続的に室内に空気を通すと、より効果が

２．本人、家族の体調管理を徹底（登校、出勤前の体調確認･発熱等の症状が見られる場合の連絡など）

　　また、同居の家族が濃厚接触者になった場合は、学校へ連絡し、風邪等の症状がない場合でも、自宅
　　で健康観察をお願いします。（学校へ連絡し、相談）
　　※デルタ株の感染力の強さを踏まえ、これまで以上に学校との連携が大切です

３．大人も飲み会や模合など家族以外での飲食や会食は、避けましょう。
　　「自分は大丈夫！」が、家族に迷惑かけることになります。今は我慢が大切!!です。

４．帰宅後も多くの人が集まる商業施設や人混みはできる限り避け、どうしても行か
　　なければならない場合は、感染予防対策の徹底をお願いします。

５．「濃厚接触者となる可能性のある条件」を把握しておきましょう。
　

「生徒の活躍」　各表彰等
　コロナ禍でさまざまな大会やコンクールが中止・延期される中、少ないチャンスを生かし、生徒の活躍があり
ました。もちろん厳しい状況下での取組には、生徒も指導者も大変な苦労もあったと思います。本当におめで
とうございます!!

 ☆第40回青年の主張大会　優良賞  3年　松田桃果
 ☆沖縄県中学校夏季陸上競技大会　女子共通　ジャベリックスロー　1位　東江夏愛
 ☆沖縄県中学校夏季陸上競技大会  男子共通　走高跳             3位  国吉龍聖
 ☆第61回沖縄県吹奏楽コンクール　　　　銀賞　神原中学校吹奏楽部
 ☆実用数学技能検定合格者　　３級⇒ ５名
 ☆漢字能力検定合格者            ３級⇒ １名        準２級⇒ ５名

「濃厚接触者となる可能性のある条件」 ※二日前から

１感染者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった方

２手で触れることの出来る距離（目安として1メートル）で、マスクなどの必要な感染

予防策なしで、感染者と15分以上の接触があった方

（周辺の環境や接触の状況等個々の状況から総合的に判断）

※デルタ株の感染力の強さを踏まえ、マスクを着けていても室外では１メートル以内の

距離で15分以上、100平米以下の室内では距離を問わずに15分以上感染者と接触すれば

濃厚接触者に認定すべきとの意見もあります。

３適切な感染防護無しに感染者と接触、看護もしくは介護していた方

４感染者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い方

（国立感染症研究所「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」より一部抜粋）


